
エコー教育
・教員→学⽣
・教員→チューター→学⽣

の指導法がメジャー

問題点：指導者(教員)の不⾜

＜解決策＞
[1]外部からの指導者動員
[2]指導を受けた学⽣が後進を育てる

指導者

１期⽣
２期⽣

３期⽣
・⾼度総診コース、速習コースの⽣徒が指導者に
・継続的にコースをサポートするエコー部の設⽴

Near Peer Teaching1)

島⼤のエコー教育
構想

①⾼度総診コース
・時間外の医学部正課授業（試験あり）
・⾼学年コース、低学年コースそれぞれ10名
・ハンズオン主体で2h/回を10回
・指導者は総合診療医、検査技師、看護師
・heart works®、body works®を使⽤

②速習コース
・⾮正規活動（試験なし）
・⾼度総診コースの抽選に漏れた10名
・ハンズオン主体で1.5h/回を6回
・総合診療医1名、訓練を受けた5年⽣4名
・heart works®、body works®を使⽤

＜①②の共通⽬標＞
⼼臓・腹部エコーレポート(＊)の作成

＜①の評価⽅法＞
・臓器描出試験
・エコー画像判読テスト

（合計100点として評価）

エコー教育の問題点と解決策

島根⼤学での取り組み

臓器描出試験＋エコー画像判読テストの合計点数

教育すると同時に、将来の指導者を育成！

＊⼼臓・腹部エコーレポート

＜結果＞
・⾼学年は低学年に対し、有意に点が⾼かった
（Wilcoxon rank sum test: p < 0.01）

＜考察＞
・学年による医学的習熟度の差
・低学年はシミュレーションセンターの
利⽤ができなかった
⇒⾃主練習回数が点数差に影響

指導

指導

速習コースサポート

総診コースサポート

１．2023年5⽉ ⾼度総診コースアシスタント（1期⽣）
２．2023年7⽉ 第15回JPOCUS 学⽣セッション全国エコー対抗戦参加（1期⽣）
３．2023年9⽉ 2期⽣への引継ぎ

今後の予定

今ここ

[2]指導を受けた学⽣が後進を育てる
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JPOCUS：⽇本ポイントオブケア超⾳波学術集会

学習効率上昇
指導者不⾜の解決2)

補助

補助

医学⽣のうちから始めよう、エコーレポート作成
＠しまね総合診療医センター
（Ultrasound report writing, start in medical student: 

Trained by Shimane General Medicine Center）
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